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プロボウリングは男女とも、
全日本選手権でシーズンを終え
ました。男子プロは、選手会主
導における初めての試みとし
て、クラウドファンディング等
によって運営費を集め、新トー
ナメントの開催が実現しまし
た。ボウリングファンの皆様の
ご支援で開催できたことを感謝
します。
そのＪＰＢＡプレイヤーズド

リームマッチは、選手会長の川
添奨太プロが優勝しました。選
手会長として試行錯誤しながら
苦労して開催にこぎつけたトー
ナメントで、永久シードとなる
20勝を達成したのですから、

はもちろんありますが、投球の
再現性が高く、正確なポケット
ヒットや、スペアの確率の高さ
には目を見張ります。もちろん
1ゲーム移動ですから、移動し
た最初の投球でポケットを外れ
ることはありますが、一度ライ
ンを見つけると、大きくライン
を外すことはほとんど見受けら
れません。
ところが成績の安定していな
い選手を見ていると、先ほどま
でポケットをついていたのに、
突然スプリットやノーヘッドに
なってしまう投球を見かけま
す。その原因は二つあって、一
つはポケットには集まっている

思い出に残る優勝となったこと
でしょう。
この大会では、運営をお手伝
いしたこともあり、久しぶりに
男子プロの投球を朝から晩まで
見る機会がありました。近年男
子プロも若手がどんどん上位に
くるようになり、ボウリングス
タイルも親指を入れないサムレ
スタイプや、両手投げなど、見
ていて飽きないです。ハイレブ
投法の選手も増えて、ヘッドピ
ンに当たれば全部ストライクに
なってしまうのではないかとさ
え思わされます。
しかし上位に上がってくる選
手を見ていると、ボールの強さ

のに⑩ピンタップなど、あと1
本が倒せないために、何とか倒
そうとラインやスピードを変え
て対処をしている場合です。
この場合は、それまでポケッ

トにいっているコースやスピー
ドを変えるのですから、ポケッ
トを外してしまうことになる可
能性が大きいことは、読者の皆
様にもおわかりだと思います。
もちろん気持ちはわかります。
何とか1本を倒したいのです。
そういった場合は、ボールが
合っていないことも考えられる

ので、ラインやスピードを変える
前に、まずはボールチェンジで
のアジャストをお勧めします。
もう一つの原因とその対処に

ついては、次号でお話ししたい
と思います。
2022年も2月の12、13日

に北小金ボウルで女子のオール
スターゲームが開催されます。
有観客で開催できるようなら、
ぜひ会場に足を運んで、女子の
トップ選手がどのようにウッド
レーンを攻略するのか見てほし
いと思います。

11チームで争われた女子は、
京都産業大学（安田・立花・谷
口）が予選（9G）1回戦でトップ
に立つと、その後も独走で、決
勝を前に2位に356ピンの大差
をつけて、優勝を決定的なもの
としていた。
「決勝では私が投げるつもり
でしたが、大会記録の更新がか
かっていたので、そのまま二人
に任せました」とキャプテンの
谷口澪奈選手。その期待どおり
決勝は1432を叩く圧巻の内容
で、トータル6581の大会新記
録で6年ぶり17度目の優勝を
飾った。2位には前年優勝の沖
縄国際大学（大城・許田・仲里）
が6032で入った。
かつての常勝・京都産業大学

も一時は女子部員がいなくなっ

たが、3年前に谷口選手、2年
前に実績十分の安田明香里選
手、昨年は「安田さんとチーム
を組みたくて」と現役のナショ
ナルチームメンバーでもある立
花沙貴選手が入部。いきなり優
勝を使命づけられていたが、
「プレッシャーはなかった。そ
れより新記録を達成できたのが
うれしい」と安田選手。
29チームが出場した男子は、
準決勝を終わって12493で1
位の沖縄国際大学（西島本・平
良・新垣・登川・中里・比嘉）と、
85ピン差の2位につける青森
中央学院大学（西山・石田・石
岡・中村・鴻巣）の優勝争いに絞
られた。決勝でも安定した内容
で3059を打った沖縄国際大学
が、その差を252ピンと開く
15552で、初優勝を飾った。
唯一の4年生でキャプテンの
平良直也選手は、「昨年の準優
勝時はまだチームがまとまって
いなかった。この1年はコロナ
で一緒に練習できないときも連
絡を取りあって、チーム力の強
化を図ってきたので本当にうれ
しい」と、喜びに浸っていた。▲6年ぶり17度目の優勝の京都産業大学（左）と初優勝の沖縄国際大学

 男子・沖縄国際大が初の頂点に
女子・京産大が大会新で復活Ｖ
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明けましておめでとうござい
ます。令和4年、寅年の正月を
迎えました。新型コロナウイル
ス感染症が猛威を振るった令和
3年から、明るい話題の新年に
なってほしいと思います。「一
年の計は元旦にあり」と言いま
す。充実した年になりますよう
に、健康に関する計画を立てて
みましょう。
年末に私が校長を務める看

護学校で、国家試験対策の解説

をしました。テーマのなかに、
令和元年の日本国民健康栄養
調査がありました。日本の女性
に問題ありです。
1日の摂取カロリーは、20
代女性が1,600kcal、30代女
性が1,673kcalと、10代女性
の1,900kcalから急降下して
います。病院の一般食は、約
1,800kcalですから、活動す
る女性の摂取熱量としては不足
でしょう。加えて、この年代の
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られています。
カロリー摂取と運動習慣は切

り離せません。調査のなかに運
動習慣も書かれており、男性の
33.4%に比べ、女性は25.1%
とやや低くなっています。とく
に30代女性は9.4%、20代女
性と40代女性は12.9%と著し
く低下しています。運動習慣の
阻害要因は仕事とされていま
す。しかし、この年代はやせた
い意識、育児期に起因した運動
習慣低下も関与するでしょう。

さらに令和2年と3年は、新
型コロナウイルス感染症による
生活習慣変化が想定されてい
ます。外出が控えられ、運動不
足が危惧されます。ところが国
は、国民健康栄養調査をこの2
年間中断しました。令和4年以
降に再開される調査において、
栄養や運動習慣の低下といわ
れないよう、栄養バランスよく
十分なカロリー摂取とそれに見
合う量の運動習慣を、1年の計
に掲げてみませんか。

女性はカルシウム、鉄、ビタミ
ンB12などの栄養素不足も指
摘されています。
多くの皆さんが生活習慣病予

防のために、肥満を避けようと
過食を意識しているでしょう。
その意識が過剰になっていませ
んか？　やせた体型への憧れが
強すぎませんか？　過剰なやせ
については、長距離女性選手と
食欲不振症の関係や、映像に映
えるタレントさん体型などが知
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